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事故などの後遺症で「高次脳機能障害」を抱えている方、その家族の方、 

一人で悩んでいませんか？ 

同じような体験をした仲間で集まり、語り合いましょう。 

「安心して集まる場が欲しい」「少しの時間だけかもしれないけれど一息つこう」 

そんな思いからスタートしました。    
 

 10 月 19 日月例会 

 当事者4名、家族6名、支援者2名の参加でした。私（片岡）は久しぶりに参加できなかったので

すが、小松母さんと和田さんにまとめていただきました。 

 9月の焼肉（ＢＢＱ）大会の話から、11月予定のスポーツ大会、次回（11/8）女子会、11/25の中土

佐町つどい処、の連絡等の後、近況報告、県の担当課からの問い合わせ（当事者・家族は何を望

んでいるか）について話し合いました。 

☆ＢＢＱ大会＝前号で焼肉とＢＢＱの違いについて話が盛り上がったそうです。こだわる必要もない

と思いますが、やはり気になります。 

☆スポーツ大会について＝11/16 の月例会を障害者スポーツセンターで行い、ハビリテーリングセ

ンターで話を。ということだったのですが、障害者スポーツセンターへの私の連絡が遅くなり、場所

の確保ができませんでした。楽しみにしていたメンバーも多かったと思いますが、またの機会にとい

うことでよろしくお願いします（m（*Д*）m お許しを）。11/16 日の月例会はいつものとおり、障害者

福祉センターで行います。 

☆11/8 女子会＝この通信が皆様に届くころには終わっていると思いますが、ＮＰＯ法人ワークスみ

らい高知が運営する「エムズキッチン」と「ストロベリーフィールド」の見学をします。皆さん安くてお

いしいということでショートケーキの食べすぎには注意してください。（ずいぶん前になりますが、女

子会○上昇中と報告したことがありますが、毎回 20 名以上の参加者があり、回を重ねるたびに充

実した会になっているということです。今後も多くの皆様の参加をお待ちしています。） 

☆中土佐町つどい処の会＝11/25（土）須崎市「くろしお病院」で行います。 

☆近況報告＝ 

・青い空で浄水器の分解の仕事をしている。ＮＭさん 

・体調を崩し仕事を辞め、今は1日2～3時間障害を持つ子供たちの放課後デイの仕事をしている。

ＮＭさんの奥さん 

・10 月に一般外来の仕事に復帰し、二人とも働き出したので犬と遊べずさみしい。ＷＳさん奥さん 

・仕事に復帰して 2 か月になる。周りの人が少しおかしいと気づいているが、前向きに気にせず行

っている。ＷＳさん。 

・夫は昨晩飲みすぎで今日来ることができない。ＯＭさん奥さん 

・「てくとこせと」で高次脳の話をさせてもらう予定。和田さん 

・新しい土佐弁「へち」を患者さんに教えてもらった。龍馬マラソン参加予定。河野さん 

・バイクの事故で高次脳機能障害になった。近森リハ病院に週 2回リハを受けにいっている。その

ほかの日は地元の「オイコニア（障害者支援施設）」に行っている。完全復活できそうにないです。

成年後見人制度を利用する（文字盤を使い指さしで）。ＹＲさん 
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・母親の 1年祭、父親の認知症、子供の回復を見てきたことで、先に何が必要なのか考えることが

できるようになった。生活もうまく回っていくようになった。ＹＲさん母 

・農業の仕事が忙しい。月水金は子供の風呂の介助。ＹＲさん父 

・ハビリテーリングＣに行こうと思っている。宮本先生の診断を受けに行ったが曜日を間違い「後免

～山田」６Km を歩いて帰った。人のことは見えるが自分のことはわからない。他の人には自分のこ

とを見ておしゃべりと分かってほしい。母親が何をしに行くのか聞いたのでハビリに行くための診断

を受けに行くと言えた（お母さんに言えたことは大きな前進。理解を得ることができれば良いです

ね。）。ＮＲさん 

 

   日本脳外傷友の会第 14 回全国大会 2014in しまね 

 交流会参加者＝３０７名、大会参加 者＝４２０名（うち当日参加者８５名）、２４ 日、２５日 両日の

ボランティア数＝延べ人数９７名（参加者も含む）の大会に「青い空」から 10名（内当事者 2名＝青

い空利用者、家族 7名、支援者 1名）が参加してきました。 

初日の24日は 13時から 17時まで全国の代表者が参加し、

日本脳外傷友の会の運営委員会が行われました。青い空の

新理事長は初の参加でしたが無事役目をこなしたようです。

この間、片岡夫婦を除く 7 名は出雲大社詣。遷宮したばかり

の美しく綺麗になった出雲大社を堪能してきたようです（写

真がないのが残念）。 

18時からは高円宮家の次女典子さまと出雲大社の権宮司千

家国麿さんの結婚披露宴が行われた「ホテル一畑」での交

流会に全員で参加し、全国の皆さんと交流を図りました。 

本大会の実行委員長で島根

県の「脳外傷友の会らぶ」西

村会長、東川日本脳外傷友

の会会長の挨拶に始まり、乾

杯の後歓談。エスポワール出

雲クリニックの「高次脳機能

障害デイケアきらり」を利用し

ている「らぶ」のメンバーの手

品。地元の合唱団の歌なども

あり、歓待を受けました。 

翌日は日本脳外傷友の会第

14 回全国大会。「らぶ」西村

会長、ＪＴＢＩＡ東川会長の挨

拶、島根県溝口善兵衛知事、

松江市松浦正敬市長他の祝

辞（知事さんの参加は滋賀大

会以来で 2回目島根県はす

ごい！）、当事者活動奨励賞（JTBIA Letter10 で紹介

しています。）、厚労省・文科省・国交省から国の支援

取り組みについての説明、島根大学小林祥秦学長の

講演「脳機能の回復と自己実現」、エスポワール出雲

クリニック高橋幸男院長の講演「高次脳機能障害とと

もに地域で生きる」～脳損傷者のリカバリーへの道と

支援～を拝聴し、この後もシンポジウム「ともに生きる」

があったのですが、高知への帰路につきました。「脳

外傷友の会らぶ」の皆様ありがとうございました。 

 



日本脳外傷友の会 第１４回全国大会 2014 inしまねアピール 

  

当地 松江出身の錦織選手の全米テニス選手権試合準優勝は、大きなニュースでした。災害

続き等で、停滞していた空気を吹き飛ばす快挙として地元には特に大きな喜びをもたらしま

した。 

松江は歴史の古い街ですが、スポーツの街でもあることを印象づけました。 

また、「この子らを世の光に」という言葉を残して、早逝された障害児支援の先駆者糸賀

一雄氏は旧制松江中学の出身です。 

歴史の重みを次の世代へ橋渡しする責任を感じながら、第 14回の全国大会をこの地で開

催するにあたり、まだ未整備な高次脳機能障害の支援施策を充実するために次の３点を強く

アピールします。 

１ 本大会のテーマとなった「地域での回復と自己実現」を図るためには高次脳機能障害

への理解を求める活動の強化と努力が必要です。「一人はみんなのためにみんなは一人の

ために」声をあげ続けましょう。 

２ 高次脳機能障害支援拠点機関のさらなる充実を図り、人生の復権であるリハビリテー

ションに重要な役割を果たす公認心理師の国家資格付与と、診療報酬への加算を要望し

ましょう。 

３ 小児期から一貫した高次脳機能障害の就学・進学、就労、地域生活を送るための有効

な支援システムを検討し、介護者亡き後も不安なく生きられるようにする活動を一歩前

に進めましょう。                     

 他の障害団体とともに障害者の権利条約にも強い関心を持って、画に描いた餅ではない地

域包括ケアシステムを整備し、障害者差別を許さない、誰もが平等に住みやすい社会が実現

することを願い、第１４回島根大会のアピールとします。 

 

平成 26年 10月 25日 

             日本脳外傷友の会 第 14回全国大会 2014 inしまね参加者 

 

   2014 高知 高次脳機能障害リハビリテーション講習会 

 一般社団法人 日本損害保険協会様からの助成で、毎年行っている標記の講習会を今年も 12

月 6 日（土）・7 日（日）に別紙のとおり開催されます。 

 講師の野々垣睦美さんは、神奈川県総合リハビリテーションセンターで作業療法士として勤務し

た後、平成16年 4月医療と地域のかけはしとなり、安心・安定した地域での生活を共有できる場所

クラブハウス「すてっぷナナ」を開設し現在統括所長。各地のリハ講習会でも講師を務めるなど、高

次脳機能障害にかかわる作業療法士の先駆者的存在の元気な先生です。 

多くの皆様の参加をよろしくお願いいたします。 

 

   年賀はがきの取扱いをしています 

 「青い空」の仕事の一つとして年賀はがきの販売を取り扱っています。年賀はがきがご入用な方

は是非ご一報ください。☎088-803-4100 

 

 

 

 

 



 

 

   ミーティングのご案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つどいご案内   日 時：11 月 29 日（土） 10 時～12 時 

            ※第５土曜日になっています。場所も変更になっています。 

            場  所：須崎くろしお病院（ 須崎市緑町 4 番 30 号） 

お 問合せ：TEL：0889-52-2880（つどい処）                   

参加費：無料   

 

女子会ご案内   日 時：11 月 8 日（土） 10 時～ 

               ※施設見学を兼ねた昼食会です。集合場所＝青い空 

            場  所：ＮＰＯ法人 脳外傷友の会高知 青い空 

                 （高知市神田 462-7  TEL：088-803-4100） 

参加費：無料   

 

香美市の会   日 時：12 月 27 日（土） 10 時～12 時 

               ※偶数月第４土曜日予定  確認をお願いします。 

            場  所：プラザ八王子  お 問合せ：TEL：0887-53-7077 

                            （地域活動支援センター香美） 

参加費：無料   

 

月例会ご案内   日 時：11 月 16 日（日） 10 時～13 時 

                     毎月第３日曜日 

場  所：高知市障害者福祉センター2F 大研修室 

                 （高知市旭町 2-21-6  TEL：088-873-7717） 

参加費：無料   

連絡・相談窓口：ＮＰＯ法人 脳外傷友の会高知 青い空 

            就労継続支援Ｂ型事業所 青い空(平日９：３０～１７：００) 

          〒780-8040 高知市神田 462-7  Tel/Fax：088-803-4100 

            E-mail：npo-aoisora@snow.ocn.ne.jp   
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